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持株会社体制への移行

*銀行業高度化等会社（商号:Shikokuブランド）

体制移行時のグループストラクチャー（2022年10月3日設立予定）

いよぎんグループの企業理念
「潤いと活力ある地域の明日を創る」「最適のサービスで信頼に応える」「感謝の心でベストをつくす」

当行企業理念の精神を受け継ぎ

移行の目的

規制緩和を踏まえた
事業領域の拡大

経営管理機能の強化による
グループガバナンスの高度化

役職員の意識・行動の変革によ
るグループシナジーの極大化いよぎんコンピュータサービス

四国アライアンス証券

いよぎんリース

いよぎんディーシーカード

いよぎん地域経済研究センター

いよぎんビジネスサービス

いよぎんChallenge&Smile

関連会社4社

伊予銀行

いよぎん保証

非連結子会社2社

連結子会社7社

いよぎんキャピタル

銀行業務

事務代行業務 ※特例子会社

ベンチャーファンド

信用保証業務

ベンチャーファンド

投資ファンド等運営業務（3社）
ブランディング・販路開拓支援業務*

金融商品取引業務

金融・経済の調査研究業務
経営相談業務

リース業務

事務代行業務

コンピューター関連業務

クレジットカード業務

投資業務

いよぎんホールディングス
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グループシナジーの極大化に向けて

役職員の意識・行動の変革によるグループシナジーの極大化

経営管理機能の強化によるグループガバナンスの高度化

いよぎんホールディングスと伊予銀行は監査等委員会設置会社とし、持株会社と中核会社
で一貫した内部管理体制を構築

いよぎんホールディングスによる経営管理のもと、グループ各社は、業務の実行に専念し、効
率的な業務運営を実現

規制緩和を踏まえた事業領域の拡大

■グループ共通業務は持株会社への集約を進めていくことで、効率化を図るとともに、地域・
お客さまの課題解決に貢献すべく、事業領域の拡大に取り組む

銀行業務・保証・投資・クレジットカード・リース
資産運用・保険・事業承継・M&A・ビジネスマッチング等

人口減少や生産性向上等、顕在化する
地域の課題解決につながる業務の強化

地域のサステナビリティ向上に
貢献する新たな業務への挑戦

課題解決力の向上

収益力の向上

－現在－ －将来イメージ－

事業領域の拡大グループ
共通業務の集約

効率化による
経営・業務への専念

：レポーティングライン ：連携

取締役会頭取

各部署内部監査部門

伊予銀行

監査等委員会

取締役会社長

各部署

いよぎんホールディングス

内部監査部門

伊予銀行以外のグループ会社

取締役会

各部署内部監査部門

監査役

（内部監査部門はグループ各社一律の体制ではございません）

取締役会

各部署内部監査部門

監査役

監査等委員会

伊予銀行の子会社




